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臨
時
仮
名
遣
調
査
委
員
会

で
の
江
原
素
六

近
代
国
家
に
と

つ
て
、
国
民
に
使
用

さ
せ
る
べ
き
国
語
の
統

一
・
整
備
は
、

必
要
不

‐‐∫
欠
な
課
題
で
あ

っ
た
。
明
治

維
新
後
の
日
本
で
は
、
「
い
ぬ

（大
と
、

「ゐ
ど

（井
戸
ど
、
「た
ひ

（鯛
ぎ

な

ど
と
書
き
分
け
る
歴
史
的
仮
名
遣
い
を

ど
う
す
る
か
が
、
国
語
問
題
の
中
の
懸

案
の
ひ
と

つ
で
あ

っ
た
。

明
治

二^
三
年

（
一
九
〇
〇
）
文
部
省

は
、
小
学
校
教
育
で
は
、
難
し
い
歴
史

的
仮
名
遣

い
を
や
め
、
表
音
的
仮
名
遺

い
の
採
用
を
決
定
し
た
。
た
と
え
ば
、

「か
」
と

「く
わ
」
、
「じ
」
と

「ぢ
」

の
区
別
を
廃
し
、
「か
」
「
じ
」
に
統

一

し
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、
国
語
仮

名
遣
い

（大
和
言
葉
を
表
記
す
る
仮
名
）

は
そ
の
ま
ま
と
し
、
字
音
仮
名
遣
い

（漢

字
の
計
を
表
記
す
る
仮
名
）
に
限
る
も

の
と
し
た
。

二
八^
年

（
一
九
〇
五
）
文
部
省
は
、

字
音
仮
名
遣
い
の
み
な
ら
ず
国
語
仮
名

遣
い
も
改
訂
し
、
中
等
学
校
に
ま
で
実

施
範
囲
を
広
げ
る
と
い
っ
た
方
針
を
打
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ち
出
し
、
国
語
調
査
委
員
会
、
高
等
教

育
会
議
、
帝
国
教
育
会
と
い
っ
た
組
織

・

団
体
に
諮
問
し
た
。
学
会

・
教
育
界

・

マ
ス
コ
ミ
に
は
賛
否
両
論
が
巻
き
起
こ

り
、
貴
族
院
で
も
反
対
意
見
が
出
さ
れ

た
。
文
部
大
臣
は
、
改
訂
案
の
さ
ら
な

る
研
究
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
、
四

一

年

（
一
九
〇
八
）
五
月
二
三
日
、
臨
時

仮
名
遣
調
査
委
員
会
を
設
置
し
、
諮
問

を
行
う
こ
と
と
し
た
。

臨
時
仮
名
遣
調
査
委
員
会
の
委
員
に

任
命
さ
れ
た
の
は
、
以
下
の
二
六
名
で

あ
る
。
菊
地
大
麓

（委
員
長
）
、
曽
我
祐

準
、
松
平
正
直
、
浅
田
徳
則
、
小
牧
昌

業
、
山
川
健
次
郎
、
岡
部
長
職
、
矢
野

文
雄
、
森
鴎
外
、
岡
野
敬
次
郎
、
小
松

謙
次
郎
、
井
上
哲
次
郎
、
上
田
万
年
、

伊
地
知
彦
次
郎
、
伊
沢
修
二
、
徳
富
蘇

峰
、
横
井
時
雄
、
芳
賀
矢

一
、
松
村
茂

助
、
島
田
二
郎
、
藤
岡
好
古
、
大
槻
文

彦
、
江
原
素
六
、
鎌
田
栄
吉
、
三
宅
雪

嶺
、
肥
塚
龍
。
江
原
は
、
す
で
に
高
等

教
育
会
議
議
員
な
ど
も
つ
と
め
て
お
り
、

西
園
寺
公
望
政
権
下
、
与
党
の
衆
議
院

議
員

・
立
憲
政
友
会
幹
部
と
し
て
の
立

場
が
考
慮
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
当

然
な
が
ら
教
育
者

（麻
布
中
学
校
長
）

と
し
て
の
見
識
も
買
わ
れ
、
人
選
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

委
員
会
は
、
同
年
六
月
五
日
、　
Ｉ

一

日
、

一
九
日
、
三
六
日
、
七
月
二
日
と
、

全
五
回
に
わ
た

つ
て
開
催
さ
れ
た
。
意

見
を
述
べ
た
委
員
の
う
ち
、
改
訂
に
賛

成
し
た
の
は
大
槻

・
芳
賀

・
矢
野

・
伊

地
知
、
反
対
し
た
の
は
森

・
伊
沢

・
藤

岡

・
曽
我
で
あ

っ
た
。
森
鴎
外
が
歴
史

的
仮
名
遣
い
の
擁
護
派
で
あ

っ
た
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
る
。

江
原
は
、
議
事
速
記
録
に
よ
れ
ば
第

二
回
委
員
会
の
時
、
三
度
だ
け
発
言
し

て
い
る
。
「私

ハ
何
時

マ
デ
モ
古
イ
事
ヲ

国
守
ス
ル
モ
ノ
デ

ハ
ナ
ク
出
来
ル
限
リ

文
部
省
ノ
御
案

二
御
同
意
ヲ
シ
タ
イ
ノ

デ
ア
リ
マ
ス
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

大
枠
に
お
い
て
は
改
訂
賛
成
派
で
あ

っ

た
ら
し
い
。
し
か
し
、
少
し
前
の
小
学

生
は
意
外
に
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
習
熟

し
て
い
た
が
、
近
頃
は
中
学
生
で
す
ら

熟
練
し
て
い
な
い
と
の
印
象
を
述
べ
、

「矢
張
リ
ロ
本
人
ト
シ
テ
ハ
従
来
ノ
仮

名
ヲ
モ
知
ラ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
」
の
で
、

他
の
教
科
に
追
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
中

学
校
で
教
え
る
よ
り
も
、
小
学
校
時
代

に
要
点
だ
け
で
も
教
え
る
ほ
う
が
効
果

的
で
は
な
い
か
と
も
発
言
し
て
お
り
、

強
硬
な
歴
史
的
仮
名
遣
い
排
除
論
者
で

´

は
な
か

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
「私
ノ
学
校
ナ
ド
デ

ハ
折
々
外

国
人
ガ
参
り
教

ヘ
テ
ヤ
ル
」
の
だ
が
、

科
日
に
よ

つ
て
教
科
書
で
使
用
す
る
仮

名
遣
い
が
不
統

一
で
あ
り
、
日
本
人
で

す
ら
不
便
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
と
の

指
摘
を
行

っ
た
。
ま
た
、
中
学
校
生
徒

が
高
等
学
校
等
の
官
立
学
校
を
受
験
し

た
際
、
試
験
の
答
案
に
新
仮
名
遣
い
を

使
用
し
た
が
た
め
に
落
第
に
さ
れ
る
よ

う
な
心
配
は
な
い
の
か
、
と
い
っ
た
質

問
を
行
い
、
麻
布
中
学
校
で
の
実
体
験

に
も
と
づ
く
質
問

・
意
見
を
出
し
て
い

る
。
江
原
の
質
問
に
対
し
て
、
事
務
局

側

（主
事
）
か
ら
は
、
入
試
に
際
し
て

は
ど
ち
ら
の
仮

‐名
遣
い
に
対
し
て
も
許

容
す
る
方
針
で
あ
る
と
の
回
答
を
行

っ

た
ほ
か
、
中
学
校
の
教
科
書
に
つ
い
て

は
検
定
で
仮
名
遣
い
を
統

一
す
る
し
か

な
い
が
、
細
か
い
統

一
を
は
か
る
こ
と

は
難
し
い
と
の
考
え
が
述
べ
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
以
前
の
小
学
生
の
ほ
う
が

歴
史
的
仮
名
遣
い
に
慣
れ
て
い
た
と
い

う
指
摘
に
対
し
て
は
、
そ
れ
は
誤
解
で

あ
り
、
仮
名
よ
り
も
漢
字
に
慣
れ
て
い

た
昔
の
学
生
に
比
べ
れ
ば
、
か
え

つ
て

近
頃
の
小
学
生
の
ほ
う
が
仮
名
遣
い
を

き
ち
ん
と
習

つ
て
い
る
と
述
べ
た
。
そ

（

の
返
答
に
対
し
江
原
は
、
先
に
自
分
が

言

っ
た
の
は
、
「私
ノ
ヤ
ウ
ナ
天
保
時
代

ノ
コ
ト
」
で
は
な
く
、
明
治
の
学
制
頒

布
以
降
の
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
、
維
新

前
の
人
昔
の
こ
と
と
受
け
取
ら
れ
た
こ

と
に
ム
ッ
と
し
た
ら
し
い
。
委
員
の
中

で
江
原
は
最
年
長
だ

っ
た
。

さ
て
、
同
年
七
月
、
政
権
が
西
園
寺

か
ら
桂
太
郎
に
交
替
す
る
と
、
臨
時
仮

名
遣
調
査
委
員
会
は
休
会
と
な
り
、
調

査
未
了
の
ま
ま

一
二
月

一
二
日
に
は
廃

止
と
な

っ
た
。
そ
の
間
、
桂
内
閣
の
文

相
は
、
臨
時
仮
名
遣
調
査
委
員
会
の
答

中
を
待
た
ず
、
九
月
に
訓
令
を
発
し
、

小
学
校
で
の
字
音
仮
名
遣
い
を
撤
回
さ

せ
、
旧
に
復
し
た
。

そ
の
後
も
大
正

・
昭
和
戦
前
期
を
通

じ
、
仮
名
遣
い
の
改
訂
は
繰
り
返
し
議

論
さ
れ
た
が
、
最
終
的
な
結
論
を
み
な

い
ま
ま
敗
戦
に
至

っ
た
。
戦
後
改
革
の

一
環
と
し
て

「現
代
か
な
づ
か
い
」
が

公
布
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
三

一
年

（
一

九
四
六
）
の
こ
と
だ

っ
た
。

（参
考
文
献
〉
『臨
時
仮
名
遺
調
査
委
員

会
議
事
速
記
録
』
盆

九
〇
九
年
、
文
部

省
）
、
『
覆
刻
文
化
庁
国
語
シ
リ
ー
ズ
ー

国
語
問
題
』
２

九
七
三
年
、
教
育
出
版

株
式
会
社
）
　

　

　

　

（樋
口
雄
彦
）
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池
田
保
光
は
旧
名
を
六
蔵
と
い
う
。

「八
蔵
」
と
す
る
文
献
が
あ
る
が

（大

野
虎
雄

『
沼
津
兵
学
校
と
共
人
材
し
、

誤
り
で
あ
る
。
保
光
は
中
島
文
平
の
弟

で
あ
り
、
婿
養
子
と
し
て
池
田
家
に
入

っ
た
。
養
父
鐵
三
郎
政
重
は
、
本
家
六

代
日
の
養
子
で
あ

っ
た
が
、
後
に
分
家

を
立
て
徒
士
と
し
て
幕
府
に
仕
え
た
。

政
重
は
慶
応
三
年

一
〇
月
に
没
し
て
お

り
、
幕
府
瓦
解
時
に
は
保
光
が
当
主
に

な

っ
て
い
た
。

保
光
は
、
移
住
予
定
者
名
簿

「駿
河

表
召
連
候
家
来
姓
名
」
で
は
陸
軍
用
取

扱
。
明
治
元
年

一
〇
月
二

一
日
、
河
津

祐
賢

（^
二
郎
太
郎
）
。
芳
賀
可
伝

・
川
日

嘉

・
志
村
貞
錫
ら

一
三
名
と
と
も
に
陸

軍
学
校
生
徒
を
命
じ
ら
れ
る
。

つ
ま
り

沼
津
兵
学
校
の
暫
定
生
徒
と
な

っ
た
わ

ゎ剖則叡校とその人材
〈〉

東
京
大
学
に
勤
務
し
た
池
田
保
光

け
で
あ
る
。
そ
し
て
二
年
四
月
に
は
第

二
期
資
業
生
に
及
第
。
な
ぜ
か
二
年
秋

頃
刊
行
の

『
沼
津
御
役
人
附
』
に
名
前

が
な
い
が
、
三
年
二
月
発
行
の

『
静
岡

御
役
人
附
』
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
中
途
退
学
し
た
ら
し
く
、
三

年
九
月

一
六
日
新
政
府
よ
り
大
学
出
仕

教
場
手
伝
を
申
し
付
け
ら
れ
て
お
り
、

沼
津
か
ら
上
京
し
た
よ
う
だ
。

以
後
、
大
学
南
校
↓
開
成
学
校
↓
束

京
大
学
に
継
続
し
て
勤
務
し
、　
一
九
年

（
一
八
八
六
）
非
職
と
な
る
ま
で
、
図

書

・
器
械
の
担
当
を

つ
と
め
た
。

公
文
書
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
録
が

残
り
、
そ
の
精
励
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。

卜

二^
等
出
仕
池
田
保
光

右
者
辛
未
九
月
中
卜
二
等
出
仕
拝
命
、

昨
春
中
ヨ
リ
書
籍
掛
相
勤
候
、
以
来
勉

励
罷
在
、
殊

二
昨
年
中
ヨ
リ
当
校
御
備

書
籍
器
械
類
次
第
増
加
い
た
し
候
処
、

取
扱
方
行
届
、
繁
劇
之
事
務
担
当
尽
力

能
ク
共
任

二
堪

へ
御
用
弁
相
成
候
者

ニ

付
、
十

一
等
出
仕

へ
御
進
メ
有
之
度
段
、

（

至
急
御
詮
議
相
願
候
也
開
成
学
校
学
長
伴
正
順

明
治
六
年
六
月
二
日

本
省
御
中

（東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵

・
束

京
帝
国
大
学
五
十
年
史
料

「合
要
類

編
　
続
編
　
職
員
進
退
之
部
し

東
京
大
学
で
数
学
を
講
じ
た
と
す
る

文
献
も
あ
る
。
数
学
を
得
意
と
し
た
こ

と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
り
、
明
治

一
一

年

（
一
八
七
八
）
頃
、
荒
川
重
平

・
中

川
将
行

・
永
峰
秀
樹

・
真
野
肇

・
円
付

直
男

・
堀
江
当

二^
・
永
井
当
昌

・
平
岡

道
生
ら
沼
津
兵
学
校
出
身
者
ら
と
と
も

に
三
五
社
と
称
す
る
数
学
学
習
会
に
参

加
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

明
治
十
年
代
に
は
沼
津
旧
友
会
に
参

加
し
て
お
り
、
沼
津
時
代
の
友
人
と
交

際
を
続
け
た
。
四
五
年

（
一
九

一
二
）

の
江
原
素
六
古
稀
祝
賀
会
に
は
発
起
人

に
名
を
連
ね
た
。
大
正
五
年

（
一
九

一

六
）
時
点
で
は
江
戸
旧
事
采
訪
会
の
通

常
会
員
で
あ
り
、
旧
幕
時
代
の
歴
史
に

関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

保
光
は
大
正
七
年

（
一
九

一
八
）
二

月

一
一
日
、
七
八
歳
に
て
没
。
弘
化
元

年
生
ま
れ
と
す
る
史
料
が
あ
る
が
、
年

齢
が
合
わ
な
い
。
戒
名
は
実
性
院
徹
誉

保
光
居
十
。
二
歳
年
少
な
が
ら
義
兄

（妻

せ
い
の
姉
こ
う
の
夫
）
の
西
村
正
立

（熊

次
郎
）
は
沼
津
兵
学
校
第
四
期
資
業
生
。

本
家
の
八
代
日
で
従
弟
に
あ
た
る
池
田

忠

一
は
静
岡
学
問
所
教
授
だ

っ
た
。

保
光
に
は
七
男
四
女
が
あ
り
、
長
男

昇
三
は
農
学
士
で
大
蔵
省
専
売
局
な
ど

に
勤
務
、
次
男
清
は
東
京
帝
国
大
学
卒

の
理
学
士
で
陸
軍
十
官
学
校
教
官
。
三

男

・
四
男
は
早
世
。
五
男
蔵
六
は
や
は

り
東
京
帝
国
大
学
出
身

の
法
学
士
で
台

湾
総
督
府
専
売
局
長

・
財
務
局
長
を

つ

と
め
た
。
六
男
収
蔵
は
朝
鮮
総
督
府
専

売
局
勤
務
、
七
男
晋
は
工
学
士
で
鉄
道

省
技
師
。
昇
三
の
誕
生
日
は
明
治
三
年

九
月
な
の
で
、
父
が
資
業
生
の
と
き
沼

津
で
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

〈参
考
文
献
〉
池
田
宏

『朝
露
の
覚
』
盆

九
二
五
年
）、
『追
悼
録
』
貧

九
七
四
年
）、

『
江
戸
』
第
二
巻
第
三
綴

（
一
九

一
六

年
）
、
「幕
臣
志
村
貞
廉
日
記

　
一
」
（東

京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
）
、
東
京
帝
国

大
学
五
十
年
史
料

（東
京
大
学
総
合
図

書
館
所
蔵
）
、
「
．一五
社
算
学
会
題
」
釜
ル

川
鐵
太
郎
氏
所
蔵
）
　

〈協
力
者
〉
山

辺
昌
彦
、
池
田
靖
、
池
田
治
枝
、
池
田

道

（敬
称
略
）
　

　

　

（樋
日
雄
彦
）

池田保光

(山辺昌彦氏提供)
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博
物
館
の
大
事
な
使
命
の
ひ
と

つ
に

資
料
の
収
集

・
保
存
が
あ
り
ま
す
。
当

館
で
は
、
沼
津
の
歴
史
と
文
化
を
語
る

重
要
な
歴
史
資
料
を
、
研
究
し
、
活
用

す
る
た
め
、
ま
た
散
逸
か
ら
守
る
た
め

に
収
集

・
保
存
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、

寄
贈

・
寄
託
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
購

入
す
る
な
ど
し
て
資
料
を
収
集
し
て
い

ま
す
が
、
常
設
展

・
企
画
展
な
ど
で
展

示
す
る
機
会
が
な
い
ま
ま
収
蔵
庫
で
眠

っ
て
い
る
資
料
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
近
年
収
集
し
た

資
料
の
う
ち
、
未
公
開
も
し
く
は
公
開

す
る
機
会
が
少
な
か

っ
た
資
料
を
中
心

に

「新
収
資
料
の
公
開
」
と
し
て
皆
さ

ん
に
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

貴
重
な
資
料
を
永
く
保
存
さ
れ
、
当

館
に
寄
贈

・
寄
託
く
だ
さ

っ
た
方
々
の

ご
厚
意
に
、
深
く
御
礼
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
今
後
と
も
、
沼
津
に
と

つ
て

貴
重
な
資
料
の
収
集

・
保
存
と
、
展
示

等
を
通
し
て
の
活
用
を
図
る
当
館
の
活

動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
中
し

上
げ
ま
す
。

期
間

一
２
月
１７
日
０
～
３
月
１８
日
０

会
場

一
３
階
北
側
展
示
室

※
期
間
中
江
原
素
六

コ
ー
ナ
ー
は
縮

小
し
て
い
ま
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

会
場
で
学
芸
員
が
展
示
の
解
説
を
し

ま
す
。
申
込
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
お

越
し
下
さ
い
。

実
施
日

一
毎
土
曜
日
　
午
前
１１
時
～

２

月

１７

日

・
２４

日

３

月

３

日

・
‐０

日

・
１７

日

〈主
な
展
示
資
料
〉

◆
沼
津
兵
学
校
関
係
資
料

■
中
根
香
亭
関
係
資
料

（西
村
正
雄

氏
寄
贈
）
■
山
口
知
重
関
係
資
料

（山

口
渚
氏
寄
贈
）
■
野
沢
房
迪
関
係
資

料

（野
澤
敦
氏
寄
贈
）
■
加
藤
定
吉

関
係
資
料

（山
本
美
穂
子
氏
寄
贈
）

■
西
川
鉄
次
郎
関
係
資
料

（西
川
創

氏
寄
贈
）
■
井
口
省
吾
書
額

（第
四

小
学
校
寄
贈
）
■
田
辺
太

一
関
係
資

料

（購
入
）
な
ど

◆
江
戸
時
代
の
沼
津

〈沼
津
藩
の
資
料
〉

■
沼
津
城
の
瓦

（宮
治
学
美
子
氏
寄

贈
）
■
武
術
静
問
之
巻

（購
入
）
■

『
和
露
通
言
比
考
』
（―１１
沼
津
藩
士
尾

崎
容
関
係
文
書

・
尾
崎
明
氏
寄
贈
）

■
藩
札

（購
入
）
な
ど

〈宿

・
村
の
資
料
〉

■
沼
津
本
町
野
方
絵
図

（購
入
）
■

浮
世
絵

「東
海
道
中
栗
毛
弥
次
馬

沼
津
」
（購
入
）
■
木
負
相
磯
家

（上

条
）
文
書

（相
機
品
美
氏
寄
託
）
■

内
浦
村
名
主
文
書

（購
入
）
な
ど

◆
絵
葉
書

・
写
真
に
見
る
沼
津

■
写
真

・
昭
和
十
二
年
頃
の
沼
津

（長

倉
み
つ
氏
寄
贈
）

■
三
島
館

（松
尾
茂
雄
氏
寄
贈
）
■

遊
覧
船
竜
宮
丸

（購
入
）
■
明
光
の

沼
津

（購
入
）
■
静
浦
風
景

（購
入
）

■
観
光
の
三
津

（購
入
）
■
沼
津
ノ

富
士

（購
入
）
な
ど

◆
様
々
な
沼
津
の
歴
史
資
料

■
灯
火
管
制
用
電
球

（八
十
濱
俊

一

氏
寄
贈
）
■
和
田
伝
太
郎
筆
屏
風

（田

中
明
氏
寄
贈
）
■
飯
金

（加
藤
昇
氏

寄
贈
）
■

「桃
中
軒
」
汽
車
十
瓶

（購

入
）
な
ど

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
８８
号

輪
篠

沼

津

市

明

治

史

料

館

〒
４‐０
‐
００５
沼
津
市
西
熊
十

二
七
三
―

一

嘔̈
　
話

〇
五
五
‐
九
二
三
上

〓
三́
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
五
五
‐
九
二
五
上
二
〇

一
八

〓
［や
ヽ
ヨ
こ́く

２
●
３
●
ョ
“
Ｎ
“
∽
〓
Ｎ
ｃ
ｏ
″
●

一
も
、
だ
Ｃ
【
ｐ
∽
〓
い
ヽ
∽
』
∽
の
一
年
〓
Ｂ

Ｏ
こ
〕
、
【
●
Ｃ
ｏ
Ｘ

〓
●
Ｂ
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